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「アメーバ」赤痢患者の尿中に見出さ

れブころ一鞭毛筆に就て
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 「アメ’バ」赤痢患者に於て同時に他の原錨，

i殊にTrichomonas hominis， Giardia intestinalls，

Chilomastix mesnili等の混合感染が見られると

云ふ事は多数1）2）3）の5）解）報告もあ｝），既知の

事實に麗する。併し多くの讐家の報告は恐らく

その際同時に屡々認められるであらう所の非病

原性腸内鞭毛錨に就て絵り注意を梯ひ記載をな

す事が寡ないやうである．筆者は全く内地に於

穿

てのみ生活を輝け，「アメーバ」赤痢症に罹患し

た一男子に於て赤痢「アメーバ」の外に3種の鞭

毛鐡を有し，而も夫等はすべて非病原性と思は

れる例に遭遇した。而もその中の一種は形態的

にも興味があり，未だ筆者の寡聞にして報告せ

られたる事のないものに驕するので鼓に之を報

告せんとするものである．

症 例

 患者 19歳、男子．

 圭訴 粘血便．

 家族歴 爾親共に健在，同胞5名申第二子流感にて

死亡，第五子生後間もなく褻弱死，患者は第一・子であ

る．

 既往歴 生來至極健康で著患を知らない．外地に於

て生活した事がない．

 現病歴 昭和20年8月下旬内地海軍三二校に勤務申

敷日下痢を認めたことはあったが鯨り氣に亀揖けなか

った．その他現在の疾患を得る迄身膣に異常を認めな

かった．11月26目何等誘因と恵はれるものなく1日1

回の下痢を認めた．ユ2月2日より下痢は1日2～3回

となり，翌3日には粘血便を排泄するに至ったが，腹

痛・嚢熱はなく唯下腹部に不快感及び排便前に雷鳴音

を認めた．エ2月6日市内某病院に入院し急牲大腸炎と

診簸せられ，患者の言によれば約10日間震盤水注射及

びその後4～5日間「スルファグアsヂソ」を服用した

と云ふ．病状の好輻を見ず，同月27日富内科の外來を

訪れ「アメーバ」赤痢と三三せられ直：ちに入院した．

 現症 身燈中等大，盟格榮養共に中等度．顔貌顔色

尋常，盟泄36・5。C，脈搏1分聞58，1整調，緊張申等，

呼吸胸腹式，瞳孔左右同大正圓，封光反射迅速，看清

［ 4／7 ］



298 倉 金

浄，咽頭粘膜護赤なく扁桃腺の肥大等を認めず，頸部

淋巴腺を晦れない・胸部著痩なし・心音心界共に正常，

肺肝境界は右乳線上で第6肋間の高さにある．腹部は

一般にZlszat腹壁柔軟∫但し廻盲部に抵抗を鱗れ墜痛

あり，雷鳴苦が頻わである．肝陣腎共に鯛れず，四肢

に異常を認めない．尿は淡黄透明にして蛋白高義に陰

性，病的沈渣を認めない．

 尿は赤褐色流動性にして苺「ジャム」の如く，粘液少

量存するも寄生虫卵を認めしめない．顯微鏡下に於て

多敷の赤痢「アメーバ」及び不明の蓮動極めて活濃なる

小型の原虫を見出した，

 血液所見 赤血球378萬，白血球4900，血1色素78％

血色素係激1・1，申性嗜好細胞6エ％，淋巴球31％，大

箪核細胞2・5％，「エオヂソ」嗜好細胞5・⑪％，盤基嗜

好細胞⑪．5％。

 以上の所見より「アメーバ」赤痢は確實なるも小型の

不明の原虫は果して病原幌を有するものなむや不明な

ので日を追って観察した．

 縄索及び腱置の概略

 入院當初1日3回粘血便を排潅した。當時は赤痢

「アメーバ」に封ずる藥品に事を云いてるたので入院後

目5日目よ：り5．000倍「リバノール」水溶液5⑪⑪ccを用

ひて1日1回洗腸を行ふ．叉4～5日日毎に「リバノ

ール」の代りに0・5％胆寧酸水溶液500ccによる洗腸を

聞に挾んだ．便の魅状は教第に好接し，入院第7日目

には泥駄黄色となり，麗々に直腸の潰蕩に一致して栂

指頭大の鮮紅色の血液斑職を表面に認めるやうになっ

た。入院第14日目より（リバノール」0・1gr・を分三，

内服と同時に洗腸を併用した．赤痢「アメーバ」の激は

非常に減じて湿たが，小型の原虫は猫多敷認めた．第

2⑪四目よむ「ヤトレソ」を入手し，1日3回，1回0・25

gr・宛内服せしめ同時に「リバノール」による洗腸を績

行し，「ヤbレン」は5日投與5日休止することとし

た．第30日目頃には便に肉眼的に血液を全く認めざる

に至り，洗腸の方を申止した．二二部に依然「グル「昔

を二二した。既に赤痢「アメーバ」は榮二型聾二二に之

を認めなかったが，依然小型の未知原虫を上敷に認め

た，その間患者に盛熱を見た事はない，その三二酸

「エメチン」をも入手，治療の完壁を期しi「ヤbレy」

内服と同時に鞭酸「エメチソ」O・04gr・宛7回注射（第

1回第52病日）したが，本療法の施行廷も拘らず小型

の原虫は依然死滅しない．併し患者の健康至く快復し

たので2月28日退院せしめた．本原虫の楡索は退院後
                     
患者に屡々來院を乞ひ之を績溶した．而堕して赤痢

「アメーバ」の外に3種の鞭毛虫が寄生してみる事が

明らかとなった．Trlchomonas faecalis， Chilomastix

の一腫（？）と思はれるもの及び以下ms it詳細に述べん

とする原虫が夫である。

原錨 検査

 1）槍索方法8）

 運動中の原虫を樵証するには⑪・5％「ペプトン」水

（pH7・O）中に浮游せしめ，加温襲置下37。Cにて鏡纐

した．暗二野襲置附顯微鐘による場合加淵襲置を用ふ

る事は筆者の場合困難であったので，氣温28。C以上

の日を選び鏡検した．

 2）固定及び染色

 固定9）及び染色には「ハイデソハイン」鐵「ヘマトキ

シリソ」染色法10）及び漏性「ギムザ」染色法11）話法を併

用した．

 3）霜融成績

 i）鞭毛轟Ne． 1

 鑓1膿は西洋梨形，大いさ6～1 21t，禮の前端1

に遊離せる3本の鞭毛を有し，波動膜を有す

る．軸索は髄の後端より突嵩してみる．

 制定Trlchomonas faecalis C］eveland

 備考 Trichomonas faecalisは3本の遊離前鞭毛を

有し，其起始部近くから別に波動膜・波動膜基底線・

軸索が護生してみる．3本の鞭毛の申1本は精ζ畏

く，他の2本よりは後方へ向ふことが少く，軸索の罷

の後端より遊離する部分の長さが弓長の1／2～1／3に

相回する。（Doflein著τ、ehrbuch der：protezoenkunde

649頁より引用）

 ii）鞭毛轟N o．2

 本原轟は前者と共に尿申之を見出すこと極め、

て少く，爲に検索に困難を感じた．

 外形は紡錘形乃至西洋梨形で前端鈍，後端は

著しく細く前端に且本の長き鞭毛の蓮動ずるの

が見られる．染色標本では鞭毛浩失し前述鞭毛

以外に何本の短き鞭毛を有するか確實なる事を

（ 48 ］
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見得なかった．波動膜はないが鐙の表面の下・孚

部よ砂尾鰭の如きものを生じ尖端が一種の尾部

鞭毛を形成する．染色標本では盟の前端が著し

く濃染する．恐らく核かと思はれるものがあ

る．形は不整形である．艦の内部構造は一一e￥で

なく大小種々の透明なる多数の骨導が存する．

蓮動は不活濃で邉走速度は37。Cに於て50μ内

外で，略e直線的に蓮動ずる．大いさは10～30

μ，大小の差が大である．

tノ

四
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tfvTV@H  判定 本原錨は大岸

Chilomastix の一種と

認められる．

 備考 Chilomastixは

3本の前方に向ふ鞭毛及

び1本の短い副鞭…毛を有

する．後者は大きなロ器

の申に横たはる．虫盟の

後部は細く，屡々鎧の表

面に前方より後方に向ふ

螺旋朕の溝が見られる，

圓形の核は前端に近く存

し，微細に分たれた染色髄を含み，i通常1個稀に2個

の濃染される頭蓋帽形のものが核膜に近く存する。

 （Dofiein著：Lehrbucb der Pr⑪tozoenkunde 622頁

より引用）

 iii）鞭毛轟No．3

 a＞外形
 言動中のものは轟禮楕園形或は卵圓形にして

蓮動停止せるものは髄の前端僅かに突出し西洋

梨形となる．大いさ6～12μ×4～8μ，染色標本

では操作の爲か租ξ禮の縮小を認める．本原錨

は波動膜を有しない．蓮動中のものに於ては艦

の後方へ1本の極めて細V鞭毛を曳き摺る。夫

は翠帳の2～3倍の長さを有し，艦の後端よ砂

遊離して母型にある部分のみを見得る．恐らく

後述の如く鐙の前端にその起始部を有するもの

であらうが，途中の走行は不明である．その尖

端に往々糞便脱塵片を纏綿し爲に響動の自由を

訣く事が認められる．更に蓮動中のものに於て

艦の前端にも極めて細く迅速に懸歌に動く鞭毛

がある．染色標本によれば1本であらうと思は

れるが未だ不確實である．その長さは竈長の約

牟分である．基準が將にその逞動を停止せんと

するに當夢’，特に明瞭に贔醗の後端より強く光

を屈折する臼状の突起の存在が認められる．原

最は本突起を艦申に引入れて静止する．舞踊に

搾る部分の長さは留長のZ／2・・．1／4，幅は艦幅の

％～Y8で略it錨禮の中心より起り，艦の後端に

 t一     突出してみる．原錨は本突起

爾

鞍

× 2eeo

を軸として廻罪するのが見ら

れる。蓮動静止し梨形となれ

る原画では鞭毛を髄外に認め

る事は出來す；，叉解状突起を

も見る事は出來ぬ．

 b）錨艦の内部構造

 生鮮標本では全く牛透明無

構造に見え，微細構造は不明

である．唯屡々盟の表贋に近

く直径0．5μ大の透明な小理学撒個を有するも

のを認める．核・室胞・牧縮胞等を認めす，内肉

置肉の旺別は平せす，被膜も認められない，中

性紅・「メチVンブラウ」・「ビスマルクブラウン」

等を用ぴて生禮染色を行はんとせるも一一様に染

色され，何等微細構造を知b得ない。漸く固定

染色標本によって次の如き所見を得た．

 （固定には「シヤウヂン」氏液を用ひた．本原

轟は蓮動活濃にして「デッキ」硝子に塗抹し固定

液申に入れるや殆ど大部分が硝子面より液中に

移行するため，塗抹面を僅かに乾燥させて固定

液中に投じ固定しk・叉「ヘマトキシリン」及び

漁性「ギムザ」染色法を行ったが，「ギムザ」染色

は「へVトキシリン」染色よ砂遙に困難で成功し

なかった．「ヘマ・トキシリン」による染色では原

錨の生きた儘の形態を得る事は出來す，凡て固

定の瞬間に西洋梨形のものに攣じてしまったの

で蓮動時の形態を見る事は出來ない．鐵明磐に

よる眈色はTrich⑪monas faecalisに比し長時間

を要した．）

 帥ち弱損大では量禮の短軸に一関：し艶歌に染

色の度淡き部分が存する．駆引大では上記の淡

く染色される部分は紡錘形を呈し，錨禮は濃く

［ 49 ）
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染色せられる前一部と後離心に：分

元れる．前端に：近く比較的大なる

一檬に濃染する核が見られる．核

の直ぐ近くに極めて小さな鞭毛の

起始核が見られる．後者より2本

の鞭毛が出て，1本は略lt轟燈の

中央でms b，1本は髄の後端に至

る．創歌突起の所在はこの場合明

確でなかった．

 暴動は甚だ活濃で最高毎秒96μを算した．測

定は凡て排便後1時間以内のものにつき37℃

に於て之を行った。赤痢「アメーバ」12）の夫に

比し2倍近くの迅さである．25。C以下又は42

。C以上では蓮動は速かに停止する．

 d）棲息部位

 寄生する場所は大腸下部と思はれる．下痢便

たると普通便たるとを問はす大便の表面に著し

く多藪附着して居た．

 e）病原性

 患者は退院後も至極健康で下痢，腹痛，貧血，

痩巌等全く見られざるにも拘らす常に本原贔の

棲息が謹せられたので，恐らく非病原性のもの

と恩はれる．腸管内に於ては藥物に封ずる抵抗

著しく張く，前蓮の如く「ヤトレン」，「エメチ

                    結

 1）終始内地に在佳せる一・「アメーバ」赤痢症

患者に於て赤痢「アメー＞9’」の外に何れも病原性

を訣く3種：の鞭毛轟の同時寄生を見た．

 2）（i）はTrich⑪monas faecalfsに属した．

（ii）はChilomastixの一種と判ぜられたが1騒欝

ン」は全く無効であった．

 判定 本原巌の蹄騙決定は遽に困難である．

甚だ小型にして禮の構造の比較的簡箪なる黙，

前端に2本の鞭毛を有し，一は前方に向ひ，

一は長く後方に向ふ黙ではBod⑪nidaeに罵せ

しむべきも，軸索を有する黙はLamblia乃至

Trich⑪m⑪nas屡にはじめて見る所』である．

Chilomastixの後端は直ちに原形質の延長をな

せるが如く，本原錨に見るが如く太く短く原形

質内に突入せる軸索の夫と趣を異にする．獲生

學的に或は此等の中間に位するものならんか．

 備考 Bodonidaeは頗る小型で前端に2本の鞭毛を

有し，1本は短くて前方に向ひ，1本は長く後方に向

ふ．各たの鞭毛は膿内の1個の基粒より酸する．寄生

するものでは普通後鞭毛は盟表に密着しs罷の後端に

於て遊離してみる，鞭毛の基粒に密接して圓形或は梨

形の強く光を屈折する1個の副基線（Parabasalk6rper）

が存する．寄生するものでは鞭毛基部に口器及び牧縮

胞を訣く．「チステ」は寄生するものでは知られてみな

い．

 （Doqein著：Lehrbuch dcr Protozoenkunde 607頁

より引用）

 以上3種の鞭毛最の中，前二者は患者の摩羅

に認められぬ日もあったが，後者は常に且頗る

多数に存在して居た．

語
p

少数のため検索不充分で伺確實を期し難い．
〈iii）は本患者便申に最：も多寡に且常在的に之が

寄生を見た．：Bodonidaeに：近きもTrichomenas

への移行を示せる恐らくは一応種と考へられ
る．
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